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３要旨

 トルコギキョウの10～11月出し栽培は、生育後半の低温や寡日照により収穫遅延や切り花品質の
低下を招きやすい。そこで、10～11月出しにおける種子の低温処理が収穫期や切り花品質に及ぼす
影響について検討した結果、以下の結果を得た。

（１）  低温処理する種子は、セル成型トレイに充填した用土に充分潅水してから播種をした。低温処理
は、乾燥防止のためセル成型トレイをビニールで覆い、播種直後から暗黒下、10℃で35日間行った。
低温処理終了後は、ハウス内で本葉２対葉展開期まで管理した。

（２）  ロゼット株の発生は、種子を低温処理した育苗、種子を低温処理しない育苗ともみられなかった。

（３）  種子を低温処理すると、収穫株率や上位規格の割合が高くなった。また、収穫期は早まる傾向に
あった。

（４）  種子を低温処理した場合、収穫株率や品質の向上効果には品種間差がみられた。

 以上のことから、播種直後の種子低温処理は、10～11月出しの作型で収穫株率や切り花品質の
向上が認められた。
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